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研究成果の概要（和文）：研究・調査の成果をもとに、実習課題やディスカッション課題、ワークショップ形式など、
「声を育てる」ことを考えるための実践的プログラムを開発した。また子どもの声の技能を引き出す具体的な教材の開
発を行い、これらを統合し、歌唱に限定しない広範な表現ツールとしての声を磨き、表現力を培うための教育プログラ
ムの構築を目指した。

研究成果の概要（英文）：Based on the results of research and investigation, we have developed practice 
tasks, discussion problems and workshops such as practical programs to think that "to nurture the voice". 
In addition, we have developed the specific teaching materials bring out the skills of children's voices. 
These was aimed at the construction of educational programs to nurture the voice as broad representation 
tool that does not limited to singing.

研究分野： 音楽教育学
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１．研究開始当初の背景 
今日まで音楽科教育で行われてきた「声」

にかかわる教育といえば、発声指導や合唱教
育など、他に応用不可能な形での特定の技能
の修得に限られてきたと言えよう。また、保
育や小学校においては、歌で何を育てたいの
か今一つ明確なビジョンが見えなかったり、
そもそも子どもの声をどう育んでいったら
良いかということに関して、ほとんど関心が
払われてこなかったりしたと言って良い。 
しかし「生きる力」の原動力となるのは、

なによりも「声」を通した表現であり、声を
介したコミュニケーションである。言語であ
ったり、歌唱であったり、声による表現体系
の形式や技能を学ぶ以前に、「声そのもの」
を育てようとする視点が、我が国の教育に欠
如してはいないだろうか。 
また、幼児期において「声による表現」は、

コミュニケーション力や想像力、身体感覚、
そして感性の育成の根幹として極めて重要
である。保育所保育指針や幼稚園教育要領に
示された「表現」領域では、子どもの自己表
現を保証し、それを出発点として表現を育て
ていく考え方が示唆されているものの、この
理念が小学校以降の教育にどう連結し、受け
継がれていくかの視点が、現段階においては
十分焦点化されていない。幼児期における
「表現の育ち」の基盤の上に、どうやって
「声」の教育を形成していくのかは、これか
らの教育の重要な課題であろう。 
実際、研究の分野においても、歌唱の音程

や特定の発声技能の指導については数多く
の研究の蓄積があるが、子どもの表現の根本
的なツールである「声」を、いかに育てるか
という視点での研究は、やっと途についたば
かりと言える。 
また、「声を育てる」という視点で教育を

受けてこなかった学生たちにとっては、「声
を育てる」ということはどういうことなのか、
実際どう育てて良いのか、そして育てる上で
自分はどのような知識と技能が必要なのか
ということが見えていないのは当然であろ
う。しかしながら、その要求に応えうる養成
プログラムは未整備のままである。 
しかし、歌唱に限定しない広範なツールと

しての声を磨く、育てるということは、これ
からの我が国の教育において重要なキーワ
ードになると考える。 
 
２．研究の目的 
我々の掲げる「声を育てる」という概念は、

歌唱での歌声に止まらず、人間の表現、そし
てコミュニケーションの原動力としての声
を、子ども自身が探求し自己のものとしてい
くこと、そして、それを保育者・教師が支え、
共に表現者として成長するという、教育的な
営み全体を包括したものである。 
「声を育てる」ことによって、表現力やコ

ミュニケーション力を高めることはもちろ
ん、感性や身体感覚を磨き、想像力を培い、

さらには日本人としての感性を養うことへ
とつながることが期待できよう。 
例えば、声で様々に表現するなかで、言葉

の持つ語感や、音楽の表現する緊張と弛緩な
どのニュアンスを感じ取り、それが感性を豊
かにすることにつながる。それは翻って、声
の技能を磨き表現力を培う上でも不可欠で
ある。また、自分の声と向き合い、試行錯誤
し、探求するなかで身体感覚が磨かれる。そ
して、人とかかわる、伝え合う、見て聴いて
感じ取ったものやイメージを人と分ちあう
という、コミュニケーション全てに声がかか
わっているが、そういった経験が土台となっ
て想像力は養われる。 
中学校の新学習指導要領では、「我が国の

伝統的な歌唱」を取り扱う上で「言葉と音楽
との関係」や「姿勢や身体の使い方」の重要
性が強調されているが、言葉と音楽という声
による表現に共通する音としてのニュアン
スへの視点や、自分の身体に対して感覚を研
ぎすませ、試行錯誤して自分の声を探求して
いく、我が国の伝統的な声による表現本来の
在り方を尊重したものと捉えることができ
る。それは、まさに「声を育てる」ことを通
して、日本人としての感性が養われることを
期待したものと言えよう。 
教育プログラムの対象は，保育者・教員を

目指す学生および現職教員である。子どもの
「声」を、歌唱に限定しない広範な表現ツー
ルとして育てるために必要な知識、考え方、
技能を身につけることが、教育プログラムの
目的である。 
教育プログラムには、以下の３つの内容が

包含される。 
 

(1)偏狭な表現技能の習得ではなく、子ども自
身がすでに持っている声の能力を引き出
し、表現ツールとして磨くために何が必要
かを考える視点が不可欠である。保育者や
教員を目ざす学生自身が行動し、試行錯誤
し、体験し、思考し、知識を広げ、理解を
深め、それらをつなぎ、「声を育てる」と
はどういうことか、どう育てるのかという
ことについて、自ら答えを追求していくこ
とができるプログラムを構築する。 

 
(2)「子どもの声を育てる」という視点を持つ
だけでなく、自分の声に対する意識と理解
を高め、自らの声も育てるプログラムとす
る。それにより、保育者・教員という表現
者として必要な柔軟性に富む声を磨く。 

 
(3)「声を育てる」ための考え方、思考の仕方
を学び、そこから保育における「表現」の
意義や、音楽科教育で何を育てるのか、と
いう教育課題についても考えを深める。 

 
３．研究の方法 
 本研究においては、以下の(1)〜(6)の段階
を経て進めた。 



(1)「声を育てる」ことを考えるための知見
の体系化 

 これまでの歌唱教育・発声教育に関する教
育史的、発達学的、音声生理学的な、様々な
基盤的研究を精査し、学生および現職教員に
活用可能な知識として整理する。 
 
(2)我が国や諸外国の音声表現に関する実践
における課題の整理 

 教育現場での実践の調査を通して、我が国
にとどまらず、諸外国の歌唱および声の表現
教育の実態把握と問題点の整理を行う。具体
的には、韓国とイタリア等の保育や歌唱指導
についてフィールドワークと調査を行う。 
 
(3)「声を育てる」ことを考えるための実践
的プログラムの開発 

 (1)と(2)の成果をもとに、ディベート課題、
ワークショップ形式、体験型プログラムなど、
「声を育てる」ことを考えるための実践的プ
ログラムを開発する。 
 
(4)声の技能を引き出す具体的な教材の開発
（平成２４・２５年度） 

 平成２０〜２２年度に科学研究費補助金
を受け実施した「幼児の声の技能を引き出す
歌唱教材の開発」の成果を応用しつつ、より
応用範囲の広い、声の技能を引き出す具体的
な教材の開発へと発展させる。 
 
(5)声を磨き、表現力を培うための実践的プ
ログラム（メソード）の構築 

 (4)の成果を取り込み、歌唱に限定しない
広範な表現ツールとしての声を磨き、表現力
を培うための教育プログラムを構築した。具
体的には、声を出す自分の身体感覚を磨き、
評価する耳を育て、柔軟に表現できる身体を
鍛え、伝える技能の精度を高めていくメソー
ドを目指す。 
 
(6)「声を育てる」教育プログラムの実施と
普及活動 

 保育者養成校や教員養成課程、現職教育の
講座等で、(3)と(5)を統合した教育プログラ
ムを試験的に実施する。さらに、教育プログ
ラム普及のためのテキストの出版を目指す。 
 
４．研究成果 
(1)【研究・調査】「声を育てる」ことを考え
るための知見の整理、諸外国の音声表現に関
する実践の検討 
 これまでの歌唱教育・発声教育に関する教
育史的、発達学的、音声生理学的な、様々な
基盤的研究の整理を行い、それらを組み替え、
学生および現職教員に活用可能な知識とし
て体系化していくことを目指した。 
 また、教育現場での実践の調査を通して、
我が国にとどまらず、諸外国の歌唱および声
の表現教育の実態把握と問題点の整理を行
うことを目的として、韓国およびイタリアの

保育や歌唱指導についてフィールドワーク
と調査を行った。 
 なお、【研究・調査】に関する研究の成果
については、５．主な発表論文等の〔図書〕
に記載した研究成果報告書にまとめた。 
 
(2)【教材開発】「声を育てる」ことを考える
ための実践的プログラムの開発 
 研究・調査の成果をもとに、ディベート課
題、ワークショップ形式、体験型プログラム
など、「声を育てる」ことを考えるための実
践的プログラムを開発した。また、前回、科
学研究費補助金の申請を受け実施した、「幼
児の声の技能を引き出す歌唱教材の開発」の
成果を応用しつつ、より応用範囲が広く、汎
用性のある声の技能を引き出す具体的な教
材の開発を行い、これらを統合し、歌唱に限
定しない広範な表現ツールとしての声を磨
き、表現力を培うための教育プログラムの構
築を目指した。具体的には、声を出す自分の
身体感覚を磨き、評価する耳を育て、柔軟に
表現できる身体を鍛え、伝える技能の精度を
高めていくメソードを志向した。 
 これらを統合した教育プログラムを、保育
者養成校や教員養成課程の授業、および現職
教育の講座等で実施した。また、現在、これ
ら教育プログラム普及のためのテキストの
出版を目指している。 
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